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議会は何しよっと？

「通学路にグリーンベルト舗装を提言」

「町ＰＴＡ連絡協議会との意見交換会」

・小中学校へのエアコン設置
・中学校吹奏楽部へ楽器購入
・木上小学校東側通学路の拡幅
・地域での学習支援
・奨学金制度の奨励周知
・ＩＣＴ事業の促進

教育関係

お答えします。今期議員の提言で実現した政策特集
議会とは町執行部の予算及び条例等
のチエック機能と共に、執行機関に
集積している情報を少しでも多くの
町民の方が知ることが出来る場に引
き出し、また重要な役割として住民
に代わり政策を提言するべきと定例
会にて各自、一般質問として提言し
ています。今回、今期議員が提言し
実現した施策を特集してみました。

・給食に地元農産物使用すべき
提言し現在検討中項目
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・病後児保育施設の設置
・フッ化物洗口の奨励
・人間ドックの受診年齢幅拡充
・Ｃ型肝炎患者支援策
・成年後見制度の周知拡充

福祉関係

「町内業者に委託された病後児保育施設」

「錦町商工会との意見交換会」

・農地・水環境保全環境推進
・リフォーム費助成制度の推進
・錦農産物総生産高の把握
・ふるさと納税謝礼品の充実

産業振興

・防災座談会の開催
・町道平野線の改修工事要望
・廃屋対策・条例の制定要望
・国体球場の改修要請
・給食センターボイラー室の改修
・ツクシイバラ球磨商交差点の剪定
・機能別消防団結成の早期実現

総　合

・女性の管理職登用
・障がい者雇用の拡大

提言し現在検討中項目

・町有林の適正管理の推奨
・６次産業の講演会等の開催
・耕作放棄地の解消対策

提言し現在検討中項目

・特定健診受診率向上の方策
・障がい者サポーター制度の創設

提言し現在検討中項目

「防災座談会」
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①
錦
町
の
行
政
財
産
及
び
公
の
施
設
使

用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
錦
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
屋
外
照
明

設
備
使
用
料
の
改
正

②
錦
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

本
部
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

引
用
条
項
の
改
正

③
錦
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
税
率
の
改
正
（
均
等
割
及
び
所
得
割

の
引
き
上
げ
）

④
錦
町
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関

す
る
条
例

　

基
本
構
想
の
策
定
等
と
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
の
締
結
等
を
議
会
の
議
決

す
べ
き
事
件
と
定
め
る
も
の

条  

例  

改  

正

平成 26 年度　各会計予算の状況
会 計 名 補正前の額 補正額 計

一 般 会 計 49 億 72 万 2 千円 6,901 万 3 千円 49 億 6,973 万 5 千円

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
特 別 会 計 14 億 9,500 万 8 千円 △ 377 万 1 千円 14 億 9,123 万 7 千円

介 護 保 険
特 別 会 計 9 億 4,844 万 4 千円 0 9 億 4,844 万 4 千円

後 期 高 齢 者
医療特別会計 9,658 万 5 千円 0 9,658 万 5 千円

簡 易 水 道
特 別 会 計 2 億 2,708 万 9 千円 86 万 8 千円 2 億 2,795 万 7 千円

下 水 道
特 別 会 計 2 億 9,725 万 6 千円 0 2 億 9,725 万 6 千円

計 30 億 6,438 万 2 千円 △ 290 万 3 千円 30 億 6,147 万 9 千円

合 計 79 億 6,510 万 4 千円 6,611 万円 80 億 3,121 万 4 千円

　

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
、
平
成
25
年
度
各
会

計
補
正
予
算
等
の
専
決
処
分
の
承
認
９
件
、
平
成
26
年
度
各
会
計
補
正
予
算
４
件
、
条
例
改
正
等
６
件
、
報
告

３
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
た
だ
、
錦
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
賛
成
及
び
反
対
討
論
が
あ
り
、
起
立
で
の
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
賛
成
９
、
反
対
４
で
の
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
一
般
質
問
に
は
８
人
が
登
壇
し
、
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

６月定例会

①
平
成
25
年
度
錦
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書

②
平
成
25
年
度
錦
町
下
水
道
特
別
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

③
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の
報

告
に
つ
い
て

①
町
道
路
線
の
廃
止
、
認
定
に
つ
い
て

②
物
品
購
入
契
約
に
つ
い
て

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
に
関
す
る
備

品
購
入

反
対
意
見
①

　
「
２
ヶ
年
続
け
て
ア
ッ
プ
す
る
べ
き

で
な
い
」

賛
成
意
見
①

　
「
健
康
づ
く
り
推
進
、
あ
わ
せ
て
滞

納
額
の
解
消
、
徴
収
の
努
力
を
し
て

も
ら
う
こ
と
で
賛
成
」

反
対
意
見
②

　
「
滞
納
額
の
解
消
に
は
な
ら
な
い

　

む
し
ろ
滞
納
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
」

報
　
　
　
　
　
告

そ
　
　
の
　
　
他

錦
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
改
正
賛
成
・
反
対
意
見
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総 務 常 任 委 員 会
調 査 報 告

各常任委員会の活動

１　期日　６月18日（水）

２　調査事項
　①地域整備課

・簡易水道・下水道の加入状況及
　び対策について
　加入状況　簡易水道73％
　　　　　　　下水道58％
　対策　既加入者の均衡を考慮し
　　　　経済的支援施策を検討

②農業委員会
・耕作放棄地状況と解消対策について
　耕作放棄地　45.1ha
　対策　補助事業の周知や委員会
　　　　による非農地化推進等に
　　　　より拡大防止

③農林振興課
・有害鳥獣被害状況と対策について
　農作物被害状況　
　137ａ　155万1千円
　対策　電気柵等設置と駆除隊捕
　　　　獲により防止推進
・間伐事業の実施状況について
　　木材平均単価
　　ヒノキ　15,419円
　　スギ　　11,016円

３　現地調査
　①町有林有害鳥獣被害状況（宮の谷）
　②間伐実施状況（尾谷）
　③排水対策工状況（平野）
　④耕作放棄地復元状況（大正）

厚生文教常任委員会は、６月定例会
会期中２日間（６/17、18）の委員会
日程において、所管の平成26年度新
規事業の進捗状況等について、それ
ぞれ主管課から説明を受けた。

○住民福祉課
・病後児保育事業

　これは、児童が病気の回復期で
あるが集団保育も困難で、かつ保
護者も仕事の都合で、家庭保育が
できないとき、専用施設で一時的
に保育する児童で、パステールで
４月下旬から事業を開始し、現在
20名の登録があり、３名の利用が
あっている。

○教育振興課
・教育指導主事設置事業

　指導主事に須恵勝幸氏（前錦西
小教頭）着任、本町の教育力の向
上と教職員の資質向上を目的とし
て設置、着任後、５月まで小中学
校全教諭の授業状況を視察し面談
をされたので今後に有効活用され
るものと期待したい。次にＩＣＴ
環境整備は、夏休み期間中に納品
及び諸準備等を完了し、２学期授
業から活用する予定。

○健康保険課
・小規模多機能型居宅介護事業所の
　新設

　通いを中心として、要介護者の
様態や希望に応じて、訪問や泊ま
りを組み合わせてサービスを提
供。開所は、平成27年３月末の予
定。

　総務常任委員会は、６月17日本格
的な災害シーズンを前に町内の危険
箇所の巡回視察を行いました。
　本町には、町指定16箇所、県指定
の急傾斜崩壊32箇所、土石流危険渓
流４箇所等全部で52の危険箇所があ
ります。平常は何でもないようなと
ころですが、ゲリラ豪雨がひとたび
来ると想像を超える危険地帯となり
ます。
　近年は、構築物の新設が目立って
きており、自然形態の破壊による新
たな災害の発生が危惧されます。
　自治体の使命は何をおいても住民
の生命と財産を守ることに尽きま
す。すなわち、住民が安心して暮ら
せる環境整備であります。

　尚、今回の台風８号襲来では、近
年にないスーパー台風ということで
町はいち早く危険箇所の住民を対象
に避難勧告を出されたのは賢明な措
置であったと高く評価されます。そ
の進路には誰もが直撃は免れないと
覚悟したのですが、幸運にも逸れて
難を逃れることができました。
　「備えあれば憂いなし」今後も、
町には防災対策に万全を期していた
だきたい。
　総務常任委員会は、これからも町
民各位の意見等情報を素早くキャッ
チしその対処、対策を執行部に提言
していきます。

厚生文教常任委員会
調 査 報 告

建 設 経 済 常 任 委
員 会 調 査 報 告
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柳
瀬=

家
屋
の
密
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
の

廃
屋
は
、
家
屋
だ
け
で
な
く
大
木
や
雑
草

も
台
風
時
は
危
険
性
が
あ
り
、
害
虫
や
け

も
の
の
住
家
に
も
な
り
得
る
。
対
処
法
は
。

住
民
福
祉
課=

土
地
家
屋
の
所
有
者
を
特

定
し
、
所
有
者
へ
の
面
談
や
電
話
対
応
、
郵

便
で
の
対
応
を
行
な
っ
て
い
る
。
所
有
者
か

ら
の
連
絡
や
対
応
が
な
く
苦
慮
し
て
い
る
。

柳
瀬=

個
人
の
財
産
で
困
難
な
問
題
だ
と

思
う
が
遠
方
の
方
は
現
状
が
解
か
っ
て
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
現
状
を
写
し
た
写
真
を

添
え
、
状
況
を
知
ら
せ
て
み
て
は
ど
う
か
。

住
民
福
祉
課=

現
状
を
所
有
者
に
見
せ
る

こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
の
で
、
写
真
を
添

え
て
公
文
書
と
一
緒
に
出
し
て
い
く
。

町
長=

個
人
の
財
産
で
公
権
は
及
ば
な
い

が
、
色
々
な
検
討
を
し
な
が
ら
、
政
府
案

が
出
な
い
場
合
は
、
条
例
に
つ
い
て
理
解
を

頂
け
れ
ば
と
検
討
し
て
い
る
。

柳
瀬=
月
日
が
経
つ
ほ
ど
状
況
も
悪
く
な

る
。
条
例
等
い
ち
早
く
検
討
さ
れ
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
希
望
す
る
。

「
文
化
の
種
ま
き
。」
そ
の
後
は

柳
瀬=

文
化
の
種
ま
き
と
し
て
放
映
さ
れ

た
映
画「
じ
ん
じ
ん
」を
ど
う
思
わ
れ
た
か
。

こ
れ
か
ら
こ
の
種
を
育
て
て
い
く
に
は
、
ど

う
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
。

教
育
長=

今
後
読
み
聞
か
せ
を
充
実
さ
せ

少
し
ず
つ
広
げ
て
い
く
。
又
、
こ
う
い
う
映

画
を
校
長
会
等
を
通
し
親
子
で
見
て
頂
く

機
会
が
捉
え
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

町
長=

町
と
し
て
読
書
量
日
本
一
と
い
う
の

を
掲
げ
て
い
る
。
今
後
、
子
ど
も
の
成
長
に

つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
教
育
長
が
話
し
た

よ
う
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

柳
瀬=

ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
が
教
科
書
に
載

る
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
人
吉
球
磨

の
民
芸
文
化
財
な
の
で
子
ど
も
達
に
も
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
購
入
で
き
な
い
か
。

教
育
振
興
課=

子
ど
も
達
も
楽
し
ん
で
図

書
館
で
取
り
組
ん
で
お
り
文
化
財
の
継
承

に
も
な
る
の
で
、
購
入
し
活
用
を
検
討
す
る
。

困
り
感
の
あ
る
子
ど
も
の
充
実

保
育
ど
う
考
え
る
？

柳
瀬=

27
年
度
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
が
本
格
ス
タ
ー
ト
を
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
発
達
障
が
い
の
子
ど
も
達
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

住
民
福
祉
課=

新
制
度
に
な
る
と
障
が
い

児
の
受
け
入
れ
促
進
す
る
た
め
、
運
営
費

と
し
て
療
育
支
援
の
加
算
が
設
け
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
。
町
で
も
障
が
い
児
の
受
け
入

れ
及
び
集
団
保
育
の
促
進
を
図
る
保
育
園

に
対
し
補
助
を
交
付
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
今
後
も
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

町
長=

今
ま
で
が
心
理
判
定
士
も
不
足
し

て
お
り
26
年
度
か
ら
は
人
吉
球
磨
で
あ
と

一
人
判
定
士
を
雇
う
こ
と
に
し
て
お
り
２

～
３
ヶ
月
等
待
つ
事
が
な
い
よ
う
に
し
て
い

る
。
今
回
定
住
自
立
圏
構
想
の
中
で
、
そ

う
い
う
の
も
組
み
込
み
、
人
吉
と
契
約
し

な
が
ら
や
っ
て
い
く
。
今
回
、
障
が
い
児
の

い
る
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
加
算
金
が
あ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
保
育

園
の
方
は
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

廃
屋
対
策
で
安
心

安
全
な
環
境
を

一
般
質
問

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

8
人
が
登
壇

（
要
約
掲
載
）

柳瀬　みどり 議員

みんなで楽しむウンスンカルタ
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宮
崎=

高
齢
化
に
よ
り
農
業
を
断
念
さ
れ

る
方
が
年
々
増
え
て
き
て
い
る
が
、
町
と
し

て
は
、対
策
や
指
導
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

又
、
農
地
の
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
か
ら
荒
れ

て
き
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
利
用
推
進
を

進
め
て
い
く
の
か
。

農
林
振
興
課=

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
く
、
農
業
所
得
の
減
少
、

担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
、
農
産
物
の
鳥
獣
被
害
な

ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
く
あ
る
が
、
農

地
等
の
効
率
的
な
有
効
利
用
を
進
め
る
た

め
農
地
中
間
管
理
機
構
が
設
立
さ
れ
、
担

い
手
が
利
用
す
る
農
地
面
積
の
集
積
、
集

約
化
、
新
規
就
農
者
の
倍
増
や
法
人
経
営

体
の
拡
大
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

宮
崎=

土
地
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
か
ら
遊

休
農
地
、
荒
れ
地
が
増
え
て
き
て
い
る
が
。

町
長=

高
齢
者
向
け
の
薬
草
の
普
及
、
酪

農
や
和
牛
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
助
成
導
入
、
産

業
振
興
貸
与
基
金
の
拡
充
、
そ
し
て
農
業

安
心
基
金
等
を
設
け
な
が
ら
や
っ
て
き
た

が
、
後
継
者
が
い
な
い
高
齢
の
世
帯
と
い

う
の
は
農
業
を
や
め
て
い
か
れ
る
の
か
と
思

う
。
方
法
と
し
て
中
間
管
理
機
構
を
う
ま

く
利
用
し
な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え

な
い
よ
う
に
し
て
い
く
以
外
に
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

防
災
対
策
は
大
丈
夫
か

宮
崎=

梅
雨
に
入
り
大
雨
等
を
心
配
す
る

時
期
と
な
り
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
豪
雨
災
害

の
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
思
う
と
心

が
痛
む
。
そ
こ
で
少
し
で
も

災
害
を
出
さ
な
い
た
め
に
町

で
も
防
災
会
議
を
開
催
さ
れ

各
地
区
か
ら
色
々
な
意
見
が

出
た
と
思
う
が
。

総
務
課=

10
区
よ
り
最
近
開

発
さ
れ
た
土
地
に
つ
い
て
雨

で
町
道
が
シ
ラ
ス
で
崩
れ
て

い
る
が
町
は
確
認
し
て
い
る

か
、
又
、
21
区
よ
り
高
原
地

区
で
農
道
よ
り
民
家
が
低
い

た
め
に
雨
水
が
敷
地
へ
流
れ

こ
ん
で
く
る
の
で
対
策
を
、

な
ど
の
意
見
等
が
出
た
が
、

い
ず
れ
も
消
防
団
に
よ
り
確

認
と
処
理
を
し
て
い
る
。

宮
崎=

錦
町
で
の
危
険
箇
所
は
ど
の
く
ら

い
か
。

総
務
課=

球
磨
川
水
系
の
重
要
水
防
区
域

で
20
ヶ
所
、
急
傾
斜
崩
壊
危
険
箇
所
、
県

指
定
で
32
ヶ
所
、
町
で
の
危
険
箇
所
は
、

崖
崩
れ
や
浸
水
な
ど
で
16
ヶ
所
指
定
し
て

い
る
。

宮
崎=

も
し
災
害
等
が
発
生
し
そ
う
な
場

合
の
災
害
情
報
の
連
絡
方
法
は
。

総
務
課=

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
と
い
う

連
絡
方
法
は
、
ま
ず
あ
い
ね
っ
と
放
送
、
携

帯
電
話
メ
ー
ル
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
錦
お

知
ら
せ
メ
ー
ル
、
消
防
団
の
積
載
車
、
町
の

広
報
車
を
使
い
、
住
民
の
方
へ
知
ら
せ
る
。

宮
崎=

町
民
の
安
全
確
保
の
考
え
を
。

町
長=

情
報
を
素
早
く
伝
達
す
る
。
避
難

準
備
情
報
を
出
し
災
害
発
生
の
場
合
は
、

老
人
や
体
の
弱
い
人
を
素
早
く
安
全
な
と

こ
ろ
に
誘
導
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
で
あ

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
に
尽
き
る
と
思
う
。

農
業
を
取
り
巻
く

環
境
の
改
善
を

宮崎　伸幸 議員

本年開催された防災会議
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久
保
田=

歩
道
整
備
の
改
修
に
５
年
か
か

り
通
行
が
５
ヶ
年
間
で
き
な
く
な
る
が
、
仮

橋
の
設
置
で
き
な
い
理
由
は
。

地
域
整
備
課=

第
一
に
仮
橋
設
置
、
撤
去

に
日
数
を
要
す
る
事
、
第
二
に
国
の
受
託

工
事
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
国
が
直
轄

で
工
事
を
す
る
事
に
な
り
工
事
期
間
が
長

く
な
る
。
第
三
に
安
全
な
仮
橋
を
作
る
と

工
事
費
が
大
き
く
な
る
。
第
四
に
現
在
の

橋
の
近
く
に
は
、
安
全
性
の
確
保
か
ら
出

来
な
い
。
四
つ
の
理
由
で
仮
橋
は
設
置
で
き

な
い
。

久
保
田=

前
回
３
月
の
一
般
質
問
で
も
、
も

ぐ
り
橋
の
よ
う
な
仮
橋
は
出
来
な
い
か
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
町
長
は
仮
橋
に
一
億
円
か
か

る
、
た
だ
仮
橋
の
場
合
、
補
助
事
業
対
象

に
な
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
事
で
補
助

事
業
の
対
象
に
な
れ
ば
社
会
整
備
交
付
金

で
一
億
円
の
内
、
町
の
持
ち
出
し
は
四
千
万

円
と
答
弁
さ
れ
、
国
土
省
、
河
川
事
務
所

と
交
渉
し
、
も
ぐ
り
橋
、
仮
橋
の
方
法
も

検
討
し
た
い
と
言
わ
れ
た
が
。

地
域
整
備
課=

国
交
省
と
の
協
議
で
、
河

川
断
面
を
阻
害
す
る
様
な
も
の
は
造
れ
な

い
と
言
う
事
で
あ
っ
た
。

町
長=

八
代
の
河
川
国
道
事
務
所
に
行
き

要
望
を
行
い
、
福
岡
の
九
州
整
備
局
へ
行

き
、
も
ぐ
り
橋
仮
橋
の
お
話
を
し
、
お
願

い
を
し
て
き
た
が
、
課
長
が
答
弁
し
た
通
り

で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
地
域
住
民
の
方
に

は
４
～
５
年
間
長
く
御
迷
惑
を
か
け
る
が
、

御
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
御
協
力
を
御
願

い
し
た
い
。

久
保
田=

普
通
工
事
を
す
る
場
合
、
一
日

の
通
行
量
を
調
べ
て
か
ら
い
ろ
ん
な
対
応
を

考
え
る
と
思
う
が
。

地
域
整
備
課=

平
成
２
年
の
調
査
で
自
動

車
２
５
０
台
、
二
輪
車
１
５
０
台
、
歩
行
者

１
０
０
人
、
当
時
は
バ
ス
１
往
復
だ
っ
た
。

久
保
田=

私
も
６
月
、
通
行
量
を
朝
７

時
よ
り
夕
方
７
時
ま
で
調
べ
た
。
自
動
車

２
５
０
１
台
、
自
転
車
62
台
と
、
12
時
間

の
通
行
量
だ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
地
域
住
民
の

方
は
利
用
さ
れ
て
い
る
中
、
５
年
間
不
便
を

か
け
て
し
ま
う
が
。

町
長=

今
の
通
行
量
の
橋
、
仮
橋
を
か
け

る
と
な
る
と
、
今
の
本
体
の
橋
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
わ
け
で
、
今
回
の
橋
を
か
け
よ

う
と
す
る
の
が
約
16
億
円
か
か
る
。
町
の

財
政
は
非
常
に
厳
し
い
中
、
子
供
達
の
安

全
確
保
、
或
い
は
自
転
車
の
安
全
確
保
を

行
い
た
い
。

久
保
田=

球
磨
大
橋
に
回
っ
た
場
合
、
大

型
ダ
ン
プ
の
通
行
が
多
く
、
又
、
歩
道
も

無
い
所
が
あ
り
生
徒
達
が
全
員
通
る
わ
け

で
あ
る
が
、
安
全
面
で
の
検
討
は
し
て
い
る

の
か
。

町
長=

今
、
指
摘
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て

は
非
常
に
懸
念
が
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
県
道
な
の
で
、
県
の
ほ
う
に
お
願
い

し
、
こ
こ
は
通
学
路
優
先
道
路
で
い
く
と
い

う
よ
う
な
対
策
を
と
り
た
い
。

久
保
田=

対
象
分
館
の
錦
中
生
徒
は
タ
ク

シ
ー
だ
が
、
高
原
、
平
川
、
平
岩
の
生
徒
の

帰
り
が
遅
く
な
る
が
、
通
学
路
の
外
燈
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課=

町
で
は
ゴ
ル
フ
場
か
ら
野
間
地

区
の
間
で
３
ヶ
所
、
防
犯
灯
を
設
置
し
て

い
る
。

久
保
田=
生
徒
の
安
全
性
を
考
え
対
応
を

十
分
考
慮
し
て
も
ら
い
た
い
。

錦
大
橋
歩
道
整
備

計
画
に
つ
い
て

久保田　文男 議員

錦 大 橋 通 行 車 種 別 台 数 調 べ　　　 久保田議員個人調査　平成26年６月17日
7:00

〜

8:00

8:00

〜

9:00

9:00

〜

10:00

10:00

〜

11:00

11:00

〜

12:00

12:00

〜

13:00

13:00

〜

14:00

14:00

〜

15:00

15:00

〜

16:00

16:00

〜

17:00

17:00

〜

18:00

18:00

〜

19:00
合　計

自 転 車 62 0 0 0 0 0 0 0 0 27 24 10 123

軽 乗 用 車 181 128 92 82 80 55 84 94 89 137 226 146 1,394
普 通 乗 用 車 45 25 67 48 57 24 24 24 17 23 36 32 422
ワ ゴ ン 車 32 18 6 7 3 5 9 14 17 22 15 13 161
軽 ト ラ ッ ク 30 31 31 50 24 22 27 25 23 23 32 15 333
普 通 ト ラ ッ ク 7 9 11 2 9 2 9 22 8 13 10 3 105
大 型 車 3 1 7 2 5 4 9 11 7 4 1 0 54
単 車 2 4 2 2 2 3 3 3 4 1 4 2 32
一 武 方 面 へ 179 128 109 96 95 63 77 100 87 97 130 98 1,259
木 上 方 面 へ 121 88 107 97 85 52 88 93 78 126 194 113 1,242
合 計 300 216 216 193 180 115 165 193 165 223 324 211 2,501
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高
田=

果
樹
振
興
、
特
に
、
防
霜
対
策
に

つ
い
て
町
と
し
て
の
考
え
は
。

農
林
振
興
課=

従
来
、
燃
料
資
材
、
ま
き
、

古
タ
イ
ヤ
や
重
油
な
ど
で
行
っ
て
い
た
が
作

業
が
長
時
間
に
及
び
労
力
的
負
担
が
あ
っ

た
。
又
、
平
成
19
年
か
ら
晩
霜
被
害
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
効
率
的
、
効
果
的
な
対

策
が
必
要
と
な
り
、
平
成
22
年
４
月
、
梨
、

桃
の
晩
霜
被
害
対
策
会
議
を
行
っ
た
。
そ

こ
で
、
平
成
22
年
３
月
に
県
下
一
帯
に
発

生
し
た
晩
霜
被
害
で
、
荒
尾
地
区
が
設
置

し
た
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
効
果
が
あ
っ
た
の

で
、
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
に
よ
り
平

成
22
年
か
ら
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

高
田=

平
成
22
年
か
ら
25
年
ま
で
に
40
件
、

25
年
度
の
申
請
が
４
件
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
設
置
が
出
来
る
状
態
で
な
い
と

聞
い
て
い
る
が
。

農
林
振
興
課=

水
の
心
配
が
あ
る
の
で
、

水
の
確
保
が
で
き
る
方
法
と
し
て
、
川
か
ら

水
を
引
く
と
か
井
戸
等
が
確
保
で
き
な
い

か
検
討
を
お
願
い
し
て
い
る
。

高
田=

答
弁
か
ら
す
る
と
川
か
ら
の
ポ
ン

プ
ア
ッ
プ
と
か
ボ
ー
リ
ン
グ
で
な
い
と
、
現

状
で
は
水
の
確
保
は
難
か
し
い
と
い
う
こ

と
か
。

地
域
整
備
課=

水
を
送
る
量
は
限
ら
れ
て

い
る
。
今
後
は
厳
し
い
だ
ろ
う
。

高
田=

仕
方
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
で
は

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
、ボ
ー
リ
ン
グ
を
す
る
場
合
、

補
助
制
度
は
あ
る
の
か
。

農
林
振
興
課=

補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、

単
県
事
業
の
「
く
ま
も
と
稼
げ
る
園
芸
産

地
育
成
対
策
事
業
」
等
で
、
さ
く
井
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
と
、
現
在

基
金
事
業
で
行
っ
て
い
る
「
果
樹
経
営
支
援

対
策
事
業
」
等
を
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
の
で
、
事
業
確
定
が
で
き
れ
ば
早
め

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の

事
業
に
つ
い
て

高
田=

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
事
業
は
平
成

22
年
よ
り
26
年
ま
で
と
な
っ
て
い
て
、
40
件

の
果
樹
農
家
が
行
っ
て
い
る
が
、
事
業
補
助

率
は
1
件
当
た
り
の
総
工
事
費
の
50
％
と

聞
い
て
い
る
が
本
当
か
。

農
林
振
興
課=
「
果
樹
経
営
支
援
対
策
事

業
」に
つ
い
て
は
50
％
補
助
と
な
っ
て
い
て
、

今
後
も
継
続
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

高
田=

既
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

を
稼
動
し
て
い
る
方
は
50
％
の

補
助
を
受
け
て
い
る
。
今
後
、

こ
の
事
業
に
取
り
組
む
方
が
水

の
確
保
の
保
障
が
な
い
た
め
に
、

ボ
ー
リ
ン
グ
や
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ

事
業
に
多
大
の
費
用
を
使
う
よ

う
で
は
意
味
が
な
い
と
思
う
が
。

農
林
振
興
課=

言
わ
れ
る
よ
う

に
、
設
置
場
所
、
設
置
方
法
で

単
価
が
違
う
と
い
う
の
は
や
は

り
不
満
が
出
る
と
思
う
が
、
積

算
し
て
み
な
い
と
、
ど
の
く
ら

い
の
差
が
出
る
の
か
一
概
に
は

言
え
な
い
が
、
そ
の
取
り
組
み

方
法
に
よ
っ
て
検
討
し
て
い
く

つ
も
り
だ
。

高
田=

こ
の
果
樹
農
家
の
晩
霜
被
害
対
策

に
つ
い
て
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長=

今
回
、
晩
霜
被
害
を
少
な
く
す
る

た
め
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
取
り
入
れ
な
が

ら
農
家
の
経
営
安
定
、
そ
れ
か
ら
、
後
継

者
対
策
に
努
め
て
た
と
こ
ろ
だ
。
今
後
も
、

行
政
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
必
要
か
つ
手
助

け
、
支
援
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

防
霜
対
策
の

抜
本
的
対
策
を
！

防霜対策に万全を

髙田　孝徳 議員
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荒
川=

27
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
予
定
し

て
い
る
「
人
吉
球
磨
定
住
自
立
圏
構
想
」。

こ
れ
は
形
を
変
え
た
市
町
村
合
併
で
は
な

い
か
。
私
も
今
ま
で
人
吉
球
磨
連
携
を
訴

え
て
き
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
自
主

連
携
だ
。
だ
が
今
回
の
こ
の
構
想
は
、
国
か

ら
交
付
金
を
貰
っ
て
の
、
い
わ
ゆ
る
ひ
も
付

き
連
携
で
あ
り
将
来
的
に
は
、
道
州
制
へ
の

下
準
備
、
導
火
線
と
い
う
感
が
あ
る
。

町
長=

人
吉
球
磨
全
体
を
見
廻
し
た
時
に
、

住
民
の
必
要
な
生
活
機
能
を
ど
の
よ
う
に

守
り
、
そ
し
て
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
私
は
捉
え
て
い
る
。

人
吉
市
を
中
心
市
と
し
て
各
自
治
体
が
協

議
締
結
す
る
も
の
で
、
形
を
変
え
た
市
町

村
合
併
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

荒
川=

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
論
で
な

く
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
か
と
い
う
観
点

で
論
議
し
た
い
。
国
が
主
導
し
て
き
た
地
方

分
権
、
市
長
村
合
併
そ
し
て
道
州
制
、
こ

の
構
想
自
体
も
当
初
か
ら
次
々
と
規
制
を

緩
和
、
交
付
金
上
積
み
と
裏
を
勘
ぐ
り
た

く
な
る
。
将
来
を
覚
悟
し
て
考
え
て
首
長

は
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長=

人
が
減
っ
て
い
く
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
く
中
で
自
治
体
の
枠
組
み
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
１
市
９

町
村
が
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
協
議
会

を
人
吉
市
を
中
心
と
し
て
具
体
化
し
て
い

く
。
け
し
て
、“毒
ま
ん
じ
ゅ
う
”で
は
な
い
。

荒
川=

総
務
省
発
表
の
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
の
締
結
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
町

民
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。

企
画
観
光
課=

指
摘
の
と
お
り
、
只
、
今

は
協
議
の
段
階
で
あ
り
今
後
は
住
民
の

方
々
に
解
り
易
い
説
明
会
、
説
明
の
仕
方

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

荒
川=

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
に
は
一
歩
で
も
先

に
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ

た
ら
二
歩
下
が
り
先
を
読
ま
ね
ば
な
ら
な

い
。
今
ま
で
の
連
携
の
仕
方
、
過
程
を
見
れ

ば
人
吉
市
が
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
丈
夫
か

疑
問
だ
。
例
え
ば
観
光
面
な
ど
人
吉
球
磨

全
体
を
見
ず
、
独
自
観
点
だ
。

町
長=

今
後
人
吉
市
が
中
心
市
と
し
て
、

い
い
環
境
が
整
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
る
。

荒
川=

人
吉
球
磨
全
体
の
将
来
像
を
熟
慮

し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
人
吉
球
磨
定
住
自
立

圏
構
想
が
“毒
ま
ん
じ
ゅ
う
”で
な
く
、
“栄

養
ド
リ
ン
ク
”と
な
る
よ
う
願
う
。

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

荒
川=

成
年
後
見
制
度
の
人
吉
球
磨
連
携
は
。

健
康
保
険
課=

人
吉
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

設
立
を
目
的
と
し
た
協

議
会
を
開
き
、
現
在
進

め
て
い
る
。●

荒
川=
食
育
の
観
点
か

ら
提
言
し
た
給
食
に
錦

町
農
産
物
使
用
推
進
に

対
し
て
、
町
長
答
弁
に

お
い
て
旬
の
物
を
な
る
べ
く
取
り
入
れ
た
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
が
。

教
育
振
興
課=

錦
町
商
業
共
同
組
合
と
協

議
を
重
ね
、
旬
の
物
を
少
し
で
も
多
く
取

り
入
れ
る
様
に
検
討
を
続
け
て
い
る
。

●

荒
川=

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
謝
礼
品
は
充

実
を
図
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
。

企
画
観
光
課=

お
礼
の
品
に
フ
ル
ー
ツ
、

焼
酎
、お
米
等
を
揃
え
、又
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
お
い
て
専
用
サ
イ
ト
へ
提
載
す
る
段
取

り
を
し
て
い
る
。

荒
川=

今
後
も
お
礼
品
の
充
実
と
納
税
し

や
す
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
願
う
。

毒
ま
ん
じ
ゅ
う
か
。

栄
養
ド
リ
ン
ク
か
。

荒川　孝一 議員
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金
山=

小
学
校
制
服
導
入
に
つ
い
て
は
賛

否
両
論
あ
る
と
思
う
が
、
義
務
教
育
の
９

年
間
は
同
じ
服
装
で
、
同
じ
食
事
を
し
、

勉
強
に
取
組
む
こ
と
も
成
長
過
程
に
お
い

て
意
義
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
又
、
保
護

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
が
、
制
服
導
入
を
検
討
さ
れ
実
施

で
き
な
い
か
。

教
育
振
興
課=

保
護
者
や
各
小
学
校
か
ら

制
服
に
関
す
る
要
望
が
出
て
い
な
い
こ
と

と
、
導
入
し
た
場
合
、
成
長
に
伴
い
買
い
替

え
に
よ
る
保
護
者
の
負
担
も
高
額
に
な
る

も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
検
討
は
考
え
て
い

な
い
。

金
山=

保
護
者
や
児
童
生
徒
に
制
服
に
つ

い
て
、
大
ざ
っ
ぱ
に
聞
い
た
範
囲
で
は
否
定

は
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。結
論
を
急
が
ず
、

現
に
安
価
な
標
準
服
を
指
定
し
て
い
る
学

校
も
あ
る
し
、
買
い
替
え
に
あ
た
っ
て
も
６

年
間
で
考
え
る
と
高
額
で
は
な
い
と
思
う
。

制
服
に
つ
い
て
要
望
が
あ
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
一
つ
に
は
郡
市
内
ど
こ
も
指
定

し
て
い
な
い
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
再
考
し
て

検
討
す
る
つ
も
り
は
な
い
か
。

教
育
長=

県
内
に
は
制
服
指
定
校
が
あ
る

の
で
、
導
入
経
緯
或
い
は
利
便
性
等
に
つ
い

て
、
実
態
把
握
に
努
め
、
保
護
者
、
校
長

会
及
び
委
員
会
で
連
携
を
図
り
、
検
討
す

る
こ
と
を
考
え
て
は
行
こ
う
と
い
う
ふ
う
に

は
思
っ
て
い
る
。

文
化
財
に
陽
を
当
て
て
は

金
山=

一
武
の
須
恵
窯
跡
群
や
木
上
の
夏

女
遺
跡
等
か
ら
出
土
し
た
青
銅
鏡
や
石
器

類
の
遺
物
と
古
民
具
類
の
管
理
状
況
と
今

後
の
管
理
計
画
は
。

教
育
振
興
課=

文
化
財
と
し
て
価
値
の
高

い
出
土
遺
物
は
県
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
他

の
遺
物
は
一
武
小
及
び
町
の
倉
庫
で
、
農
具

類
は
桑
原
家
住
宅
で
保
管
展
示
し
て
い
る
。

出
土
遺
物
の
今
後
の
管
理
計
画
は
農
免
道

路
発
掘
調
査
終
了
後
、
２
年
か
け
て
検
討

し
計
画
す
る
考
え
で
あ
る
。
古
民
具
類
に

つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
無
い
。

金
山=

町
内
で
出
土
し
た
遺
物
を
町
で
管

理
し
公
開
す
る
こ
と
は
、
総
合
計
画
に
述

べ
て
あ
る
よ
う
に
郷
土
愛
の
向
上
と
歴
史
や

文
化
財
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
町
づ

く
り
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
是
非
県
管

理
の
遺
物
も
本
町
へ
の
里
が
え
り
を
含
め
た

と
こ
ろ
の
計
画
を
要
望
し
て
お
く
。
又
、
貴

重
な
古
民
具
類
が
納
屋
の
取
壊
し
等
に
よ

り
無
く
な
る
の
で
、
収
集
保
存
に
努
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
振
興
課=

収
集
保
存
を
検
討
す
る
。

金
山=

昔
を
語
る
出
土
遺
物
や
古
民
具
類

は
別
々
の
場
所
で
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
歴

史
資
料
館
整
備
の
目
途
が
立
つ
ま
で
、
農

業
改
善
セ
ン
タ
ー
或
い
は
学
校
の
資
料
室

を
活
用
し
て
、
一
箇
所
で
管
理
展
示
を
行
い

陽
を
当
て
て
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
。

教
育
振
興
課=

今
の
と
こ
ろ
空
き
教
室
が

無
い
の
で
困
難
で
あ
る
。

金
山=

町
民
の
文
化
的
向
上
を
図
る
た
め

に
、
近
い
将
来
歴
史
資
料
館
を
設
け
て
は

ど
う
か
。
現
時
点
で
の
町
長
の
考
え
は
。

町
長=

出
土
遺
物
等
の
展
示
場
所
が
あ
れ

ば
と
つ
く
づ
く
思
っ
て
い
る
が
、
現
状
で
は

施
設
整
備
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
将
来
、

空
き
教
室
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今

後
の
計
画
で
整
理
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

制
服
導
入
に
よ
り

教
育
効
果
と
負
担

軽
減
を

金山　民幸 議員

制服導入検討してみては？（新聞切り抜き写真）
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市
田= 

空
き
家
及
び
廃
屋
の
状
況
を
、
昨

年
12
月
に
調
査
さ
れ
た
と
思
う
が
、
結
果

は
、
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
観
光
課=

前
回
の
調
査
２
０
２
軒
、

今
回
は
１
８
５
軒
と
17
軒
減
少
し
て
い
る
。

市
田=

最
近
、
町
民
か
ら
の
空
き
家
に
関

す
る
苦
情
を
８
件
受
理
さ
れ
て
い
る
が
、
解

消
で
き
た
の
は
、
３
件
で
残
り
５
件
に
つ
い

て
は
、
現
在
も
解
消
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
は

ど
う
か
。

町
長=

あ
く
ま
で
も
個
人
の
財
産
で
、
個

人
に
お
い
て
管
理
す
べ
き
と
思
う
。
た
だ
、

道
路
、
公
共
施
設
、
不
特
定
多
数
の
方
が

通
る
道
路
等
に
対
し
て
、
損
害
被
害
等
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
条
例
化
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

市
田= 

町
長
は
、
平
成
24
年
５
月
の
定
例

町
村
長
会
に
於
い
て
「
ポ
イ
捨
て
禁
止
条

例
案
」
を
ひ
と
つ
の
自
治
体
で
な
く
、
郡
市

一
体
で
取
り
組
む
方
が
効
果
的
と
提
案
さ

れ
、
現
在
、
施
行
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
空

き
家
対
策
条
例
も
、
郡
市
一
体
と
な
り
施

行
が
必
要
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
の
様
に

思
わ
れ
る
か
。

町
長=

議
員
の
提
言
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

定
例
町
村
長
会
に
於
い
て
、
提
言
し
た
い
。

防
災
座
談
会
を
終
え

今
後
の
計
画
は
!!

市
田=

５
月
27
日
か
ら
29
日
の
３
日
間
の

座
談
会
を
終
え
、
今
後
、
ど
う
い
う
計
画

を
た
て
て
い
る
の
か
。

総
務
課=

座
談
会
に
て
、
組
織

内
の
役
割
確
認
、
避
難
経
路
の

確
認
、
又
、
消
防
団
と
一
緒
に

消
火
訓
練
の
実
施
を
お
願
い
し

て
い
る
。
町
全
体
の
総
合
防
災

訓
練
も
来
年
度
に
予
定
し
て
い

る
。

市
田= 

町
の
総
合
計
画
で
も
、

「
定
期
的
な
体
制
の
確
認
、
組

織
活
動
の
重
要
性
の
啓
発
、
町

の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
や
、
地

域
内
で
の
訓
練
を
促
進
し
ま
す
」

と
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強

化
を
掲
げ
て
い
る
以
上
、
防
災

意
識
を
高
め
て
い
く
為
に
も
、

年
一
回
は
、
出
前
講
座
又
は
、

簡
単
な
防
災
訓
練
が
必
要
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

町
長=

今
後
、
区
長
会
等
に
て
、
自
主
的

に
行
な
っ
て
い
た
だ
く
様
、
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

農
地
中
間
機
構
が
、

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
!!

市
田=

こ
の
機
構
の
設
置
に
よ
り
、
農
地

の
貸
手
、
借
手
を
掌
握
し
土
地
の
集
約
を

加
速
す
る
事
が
目
的
だ
が
、
そ
れ
に
伴
い

条
件
不
備
農
地
の
区
画
整
備
事
業
も
行
な

う
と
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
ど

う
か
。

農
林
振
興
課=

事
業
の
内
容
が
変
わ
り
区

画
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
白
紙
に
な
っ
て

い
る
。

市
田= 

今
回
の
件
に
つ
い
て
は
、
人
吉
球

磨
の
共
通
課
題
と
し
て
国
に
対
し
強
く
抗

議
、
要
望
等
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う

が
、
町
長
ど
う
か
。

町
長=

７
月
後
半
、
農
水
省
へ
の
要
望
・

陳
情
の
予
定
が
あ
る
の
で
、
そ
の
中
で
今
回

の
件
に
つ
き
疑
念
を
持
っ
て
お
り
、
訴
え
て

い
き
た
い
。

空
き
家
対
策
に
条
例

施
行
が
、
必
要
で
は
!!

地域での防災訓練

市田　　昇 議員
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て
、
町
の
鳥
の
ホ
オ
ジ
ロ
、
町
の
花
の
ツ

ク
シ
イ
バ
ラ
等
が
あ
っ
た
。

土
肥=

欄
干
の
一
つ
の
も
の
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
の
か
、
応
募
に
あ
っ
た
も
の
を
両
サ

イ
ド
に
入
れ
込
む
の
か
。
又
、
親
柱
に
彫

刻
的
な
立
体
像
を
設
置
す
る
と
か
、
色
々

と
方
法
は
あ
る
と
思
う
の
で
、
錦
町
ら
し

い
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
検
討
さ
れ
た
い
。
工

事
期
間
中
の
通
学
路
に
は
充
分
配
慮
さ
れ

て
取
り
組
ま
れ
た
い
。

置
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。

土
肥=

人
吉
球
磨
に
車
で
来
る
観
光
客
、

環
境
に
配
慮
し
た
車
の
普
及
が
見
込
ま
れ

る
と
き
、『
道
の
駅
錦
』
に
充
電
器
の
設
置

は
、
道
の
駅
を
持
つ
町
と
し
て
の
責
務
で

は
？
９
年
後
の
リ
ス
ク
だ
け
を
考
え
て
い

て
い
い
の
か
。

企
画
観
光
課=

道
の
駅
に
設
置
し
て
あ
れ

ば
利
便
性
は
高
く
な
る
。
だ
が
９
年
後
の

電
気
自
動
車
の
普
及
率
に
つ
い
て
も
不
透

明
な
部
分
が
非
常
に
多
い
。
他
の
道
の
駅

の
設
置
状
況
等
、
周
り
の
状
況
等
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

土
肥=
国
の
政
策
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
は
多
面
的
に
行
な
わ
れ

て
い
る
。
錦
町
も
太
陽
光
発
電
所
を
誘
致

し
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
道
の
駅
に
充
電
器

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
る
と
思
う
が
。

町
長=

国
は
、
現
在
の
電
気
自
動
車
に
加

え
て
燃
料
蓄
電
池
車
に
力
を
入
れ
始
め
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
９
年
後
の
年
間
百
万

円
は
コ
ス
ト
高
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

土
肥=

人
が
多
く
集
ま
る
所
に
は
設
置
計

画
が
あ
る
。
道
の
駅
に
設
置
し
、
そ
こ
を

拠
点
と
し
て
、
観
光
客
を
呼
び
込
む
、
錦

町
の
散
策
コ
ー
ス
等
の
観
光
事
業
（
フ
ッ

ト
パ
ス
等
）
を
考
え
て
み
た
ら
ど

う
か
。
町
長
の
呼
び
か
け
で
で
き

た
『
我
が
地
域
の
と
っ
て
お
き
』

を
生
か
す
方
法
と
し
て
も
、
い
い

こ
と
だ
と
思
う
が
。

町
長=

色
々
と
多
面
的
な
考
え
は

あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
今
は
ま
だ

慎
重
に
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。

錦
大
橋
の

シ
ン
ボ
ル
は
何
!!

土
肥=

錦
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

橋
と
し
て
錦
大
橋
の
設
計
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
整
備
課=

昨
年
７
月
に
各
小
学
校
と

中
学
校
に
親
柱
と
歩
道
部
分
の
高
欄
の
デ

ザ
イ
ン
募
集
を
行
な
っ
た
。
80
点
の
応
募

が
あ
り
、
参
考
に
し
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

土
肥=

応
募
の
デ
ザ
イ
ン
の
内
容
だ
が
、

例
え
ば
錦
町
ら
し
い
と
い
え
ば
、
フ
ル
ー

ツ
の
里
、
剣
豪
丸
目
蔵
人
、
錦
太
郎
等
が

あ
る
が
、
子
供
達
の
自
由
な
発
想
の
中
で

は
、
錦
町
が
ど
う
見
え
て
い
る
の
か
聞
き

た
い
。

地
域
整
備
課=

今
言
わ
れ
た
も
の
に
加
え

土
肥=

人
吉
球
磨
は
一
体
と
な
っ
て
観
光

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
観
光
客
の

誘
致
対
策
と
し
て
、道
の
駅
に
バ
ッ
テ
リ
ー

急
速
充
電
器
の
設
置
を
提
案
し
た
い
。

企
画
観
光
課=

す
で
に
普
通
充
電
器
は
設

置
済
み
（
充
電
に
８
時
間
必
要
で
、
ほ
と

ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
）。
今
回
の
急
速

充
電
器
に
つ
い
て
は
、
設
置
費
は
全
額
補

助
金
だ
が
消
費
税
は
設
置
者
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
又
、
８
年
間
の
期
限
付
き
の
支

援
策
で
あ
り
９
年
目
か
ら
の
維
持
管
理
費

に
年
間
百
数
十
万
円
か
か
る
。
充
電
器
設

バ
ッ
テ
リ
ー
充
電

ス
タ
ン
ド
の
設
置
は
、

『
道
の
駅
錦
』の

責
務
で
は
…
…

改修される錦大橋

土肥　俊一 議員
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（ 14 ）平成２６年７月３０日 発行 錦町議会だより

４月
1 日

2 日
6 日
7 日
8 日
9 日

・一武保育園入園式
・全員協議会
・にしき幼稚園入園式
・錦町消防団入退団式
・春の全国交通安全運動出発式
・県立球磨商業高等学校入学式
・町内各小学校・錦中学校入学式

10 日

15 日
18 日
27 日

・定例郡議長会
・広報特別委員会（17日、22

日）
・例月出納検査（～16日）
・郡監査委員協議会定期総会
・分館対抗ソフトボール大会

５月
1 日

11 日
13 日

15 日
18 日
19 日
20 日

21 日

・全員協議会
・議会運営委員会
・県立球磨商業高等学校体育大会
・町村議会議長研修会
・球磨地域振興局幹部との懇談会
・例月出納検査（～14日）
・定例郡議長会
・錦中学校体育大会
・人吉下球磨消防組合議会臨時会
・人吉下球磨消防組合議会議員
視察研修（～22日）
・錦町慰霊祭
・錦町商工会通常総会

22 日

23 日

25 日

27 日

29 日

30 日

・九州治水期成同盟連合会定期
総会

・国道219号整備改良促進期成
同盟会総会

・剣豪「丸目蔵人」顕彰少年剣
道選手権大会

・全国町村議会議長・副議長研
修会（～28日）

・人吉球磨広域行政組合議会臨
時会

・人吉下球磨消防組合発足40周
年記念式典

６月
2 日
3 日
6 日
9 日

16 日

・全員協議会
・議会運営委員会研修
・定例郡議長会
・議会運営委員会
・平成26年第２回定例会（～20

日）

22 日
23 日
26 日

27 日
30 日

・球磨郡ポンプ操法大会
・例月出納検査（～24日）
・広報特別委員会
・ＴＰＰ協定に関する説明会
・ダムによらない治水対策の勉強会
・県庁繊月会

発　

行
／
錦　

町　

議　

会

発
行
日
／
平
成
26
年
7
月
30
日

印
刷
／
㈱ 

協　

和　

印　

刷

編
集
／
錦
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会

熊
本
県
球
磨
郡
錦
町
大
字
一
武
一
五
八
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６
６—

３
８—

４
４
２
１

前
号
よ
り
誌
名
を
「
ほ
お
じ
ろ
」
と
改
名
し

ま
し
た
。
改
名
に
あ
た
り
幾
つ
か
の
候
補
が
挙

が
り
、
広
報
委
員
会
メ
ン
バ
ー
で
協
議
を
重
ね

選
ん
だ
の
で
す
が
、
最
終
的
に
錦
町
の
鳥
で
あ

り
、
又
、
議
会
が
町
全
体
を
上
空
か
ら
見
渡
し
、

議
員
個
人
も
町
内
を
く
ま
な
く
跳
び
廻
り
町
民

の
方
々
の
意
見
を
聞
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
い
う
意
味
を
込
め
て
決
定
し
ま

し
た
。

私
自
身
こ
の
“
議
会
だ
よ
り
”
編
集
に
携
わ

り
８
年
目
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
一
歩
づ
つ
で

あ
り
ま
す
が
、「
読
み
易
い
誌
面
作
り
」
へ
と
改

革
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
お
手
元
に
も
し
８
年

前
の
議
会
広
報
誌
が
あ
り
ま
し
た
ら
見
比
べ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
変
わ
っ
た
こ
と
に
、
気
付
い

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
錦
町
議

会
も
ず
い
分
変
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
変

化
の
軌
跡
が
、
大
き
い
か
小
さ
い
か
、
そ
れ
を

判
断
さ
れ
る
の
は
、
勿
論
、
町
民
の
皆
さ
ん
で

す
が
。

（
文
責　

荒
川　

孝
一
）

傍聴席から一言

髙田　あき子
（錦町民生委員）

議会傍聴の勧め
　あなたの大事な１票を託した方
がどう町政に携わっていらっしゃ
るか、ぜひ、ご自分の目で確かめ
てください。
　誰もがそうするように心弾ませ
前列の中央に陣取り、耳を澄ませ
目を輝かせていました。
　町長の毅然とした態度に応援を
送りながら議会は進み、議員の最
後の質問に、行政の課長の答弁に
ならないカンペを読むだけの的を
外した答弁、それに質問された議
員も、他の議員も何もおっしゃら
ない。今のお答えで満足なのです
か・・・？
　ただ、二人目の議員の質問の時
に応答された課長は真剣に錦町のこ
とを勉強し、行政に携わっていらっ
しゃる姿だったので、私のへし折れ
た心が少しは立ち直りました。
　議員、行政、１票をお持ちの町
民お互いに研鑽し合い、町民の納
得のいく議会を開催してほしいと
願いながら、議会傍聴の会でもで
きたらなーと思った１日でした。
　前進、前進、楽しく暮らせる錦
町へ。


